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地質ニュース 645号

1．はじめに

2003年3月17日の朝刊一面を見たときの「おおっ」
という驚きは今でも覚えています．見出しは，「中国
首相に温家宝氏」，内容は，「中国の全国人民代表大
会で，温家宝副首相が新たな首相に選出された．信
任投票の賛成票は99.4％で，前任者の98％，前前任
者の88.6％を上回った．温家宝首相は，元は測量技
術者で，調整型の実務化肌．副首相として，貧困地域
を幅広く回るなど経験をつんできた．」といった具合
でした．さらに人物紹介として，「北京地質学院の大学
院で地質構造学を専攻した後，68年から西北部の甘
粛省地質局に赴任．地質の研究で成果を上げ地質鉱
産省次官に．」とありました．ほおっ，地質の研究で成
果を上げ，ついには中国の首相か，と驚いたもので
す．別に我々日本の地質屋が何か努力をしたために
彼が中国の首相になったわけではなく，その点にお
いては何の関係もないのですが，ただ同業者がそう
なったというだけで驚いたのでしょう．

さらに記憶があいまいになります．この辺が平凡な
地質屋の浅はかなところです．その前の年，2002年
11月16日の新聞を見たときにも驚いたことをすっかり
忘れていたのです．やはり朝刊一面でした．そこに
は，「指導部9人　全員理系」の見出しと，「中国共産
党の新指導部，常務委員9人は全員が理科系大卒の
学歴を持つ．（副首相）温家宝氏は北京地質学院で大
学院まで進み，就職後に地質構造の学術論文を発表
した．」とあったのです．

地質構造の学術論文を発表し，地質の研究で成果
を上げた人物のことならば，何かもう少し詳しい話が
わかるかなと，簡単に調べてみることにしました．読
者をじらしてしまうとしかられるので最初に結論を書

いておきます．簡単に調べることはできませんでした．
したがってここには詳しい記載はありません．

毛沢東の本はたくさんあります．周恩来も， 小平
も，江沢民も，胡錦濤もあります．しかしながら，温家
宝（Wen Jiabao）のことを主に扱った日本語の本は見
つけられませんでした．

インターネットの時代です．検索してみました．問題
点が2つありました．第1に，中国語が理解できないと
ほとんど先に進めません．第2に，日本人が書いたと
思われる温家宝に関する記載は，2次，3次，4次情
報ばかりで，ほとんど何の役にも立ちません．出展が
明記されていない孫引き情報のオンパレードです．と
いうわけで，簡単に調べることができなかったので
す．

2．履歴書

まず，硬い紹介として，雑誌「人民中国」2007年4
月号に掲載された，訪日直前の資料から引用します．

（ ）内は，日本外務省のホームページの，［ ］内は新
華社のネットの記載です．

漢族，1942年9月，天津生まれ．1965年4月，中国
共産党に入党．1967年9月，就職．北京地質学院地
質構造専攻，卒業．学歴，修士．エンジニア［工程
師］．
現在，中国共産党中央政治局常務委員，国務院総理．

（序列第3位）

1960～65年，北京地質学院地質鉱産一学部［一
系］で地質測量・探鉱を専攻（地質鉱産第1学科地質
測量及び探鉱コース）．

1）産総研 地質情報研究部門 キーワード：地質屋，温家宝，中国首相，天津南開中学，北京地質
学院，中国地質大学，甘粛省地質局，地質鉱産部，中
国地質調査局，中国地質博物館
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第2図　温家宝関係北京案内図．太線は地下鉄路線です．

第1図　温家宝関係中国案内図．破線で囲んだのが甘粛省です．

1965～68年，北京地質学院地質構造専攻修士課
程（地質構造コース研究生）．

1968～78年，甘粛省地質局地質力学隊技術員（地
質力学区域測量隊技術員），政治幹事，隊政治処責
任者（隊政治処責者）．

1978～79年，甘粛省地質局地質力学隊党委員会
常務委員，副隊長．

1979～81年，甘粛省地質局副処長，エンジニア
［工程師］．

1981～82年，甘粛省地質局副局長．
1982～83年，地質鉱産部政策法規研究室主任，

党指導グループメンバー（党組メンバー）［党組成員］．
1983～85年，地質鉱産部副部長，党指導グループ

メンバー，党指導グループ副書記兼政治部主任．（党
組副書記兼政治部主任）

1985～86年，中央弁公庁副主任．
1986～87年，中央弁公庁主任．
1987～92年，中央書記処候補書記兼中央弁公庁

主任，中央直属機関工作委員会書記．
1992～93年，中央政治局候補委員，中央書記処書

記，中央弁公庁主任，中央直属機関工作委員会書
記．

1993～97年，中央政治局候補委員，中央書記処書
記．

1997～98年，中央政治局委員，中央書記処書記．
1998～2002年，中央政治局委員，中央書記処書
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記，国務院副総理，党指導グループメンバー，中央金
融工作委員会書記．（1998年，全国緑化委員会主任，
同年，国家防 （防ジン）（洪水防止；雑誌人民中国
による，筆者注）抗旱総指揮部総指揮，同年，国務院
扶貧開発領導小組組長）

2002年，中央政治局常務委員，国務院副総理，党
指導グループメンバー，中央金融工作委員会書記．

2003年3月，国務院総理に就任．

以上です．関係する地名を入れた中国と北京の地
図を第1，2図に示します．

3．大学まで

以下，主として人民中国2003年記載の，21世紀経
済報道という新聞からの引用記事の引用の形で簡単
に紹介します．このほかの出展不明の記載には（が）
印をつけました．

祖父も父母も，みな教師で農村の教育者の家柄だ
とのことです（が）．幼年時代を戦乱の中で過ごしま
した．家屋敷も，祖父が自分で開いた小学校もみな
戦火で破壊されたとの記載があります．中学・高校の
六年間天津の南開中学で学びました．この中学校は，
何と日本のごく普通の観光ガイドブックに記載されて
いました．市のほぼ中心部にあります．周恩来の紹介
文の中に出てきます．周恩来の母校なのです．全く
同じ学校であるかどうかはわかりませんでした．学制
が違う可能性もあります．鄒家華・元副総理も同窓
生とのことです．

北京地質学院に入学します．現在の中国の大学進
学率は20％を越えているようですが，これは最近急
激に学生数が増やされた結果であり，当時の進学率
は1％のオーダーであったと思われます．北京地質学
院には，合併と分離の歴史があります．1952年，4つ
の大学の地質関連部門が統合され，北京地質学院

（Beijing College of Geology）ができました．この大学
は，その後，一時，武漢へ移転しました．1987年に中
国地質大学（China University of Geosciences）北京
と中国地質大学武漢がそれぞれ分離独立しました．
略称は地大です．過去50年間で4万人，7万人あるい
は8万人の卒業生を出してきました．このほかに北京
には，中国石油大学と中国鉱業大学があります．こ
れら3大学とも1993年に開始された211工程（プロジ

ェクト），国内先進レベルに位置すべく重点化された
107大学に入っています．このほか総合大学である北
京大学にも地球物理と地質の学部があります．現在
の中国地質大学北京は，北京市内の北西部にありま
す．向かいには中国科技大学が位置し，中国石油大
学，中国鉱業大学，清華大学，北京大学なども近く
にあり，学園地区の一角を占めています．

修士課程に進みます．進学者の割合はさらに少な
かったようです．この間，何を学んだのかは，わかり
ません．

周恩来について記載した本の中に，北京地質学院
の名前を見つけました（高, 2007）．ドキッとしました．
1966年12月下旬，文化大革命側の指導者から，ある
幹部を地方から北京に連れてきて批判闘争にかけろ
という指示が，北京地質学院と航空学院の造反派の
学生に出されたというものです．このことを知った周
恩来は，その幹部を丁重に扱うように指示を出したと
の記載があります．この本の中に出てくる大学名は，
ほかには北京大学と精華大学だけです．その頃，温
家宝が何をしていたのか，何をさせられていたのかは
全くわかりません．

4．卒業後

1968年2月，大学院在学中に現場に出ます．甘粛
省の北西部にある酒泉です．祁連山との記載もあり
ます．酒泉の南にある5,000m級の，氷河を頂く山並
みのことです．その辺に鉱山があるようですが，よく
わかりません．甘粛省では，ニッケル，亜鉛，コバル
ト，白金，イリジウム，銅，アンチモンなどが開発され
ているとの情報もありますが，位置関係はよくわかり
ませんでした．酒泉は万里の長城の西の端にあたり
ます．ゴビ砂漠の南です．甘粛省は，面積が45万平
方km以上あります．州都蘭州は南東部にあり，州の
北西端には敦煌があります．実際にどこで何をしたの
かはわかりません．現在は近くにロケットの打ち上げ
基地があるそうですが，当時はとんでもない状況だっ
たはずです．1966年から1977年は文化大革命の時期
です．後に中国政府の最高幹部になる理工系の学生
たちの多くは，大学卒業後，地方に職を得ました．出
て行ったのか出されたのかは知りません．酒泉地質
隊で仕事をしていた期間に，蘭州大学地質地理学部
の卒業生で，甘粛省地質局に勤めていた張培莉と結
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第3図　中国地質博物館の館蔵文物珍品展会場入り口正
面の大きな写真．毛沢東の「開発鉱業」の書が掲
げられています．

婚したとの記載もあります（が）．
その後，蘭州の甘粛省地質局に転勤します．ここ

でも，何の仕事をどうしたのかはわかりません．ただ
し，ここで，省の最高責任者，第一書記の宋平に地質
局副主任（原文のまま，ネイサン・ギリ（2004））に抜擢
されるという事態が発生します．これは， 小平の政
策によるもので，全国規模での若返り，知識化，専門
化などをめざした人材発掘のための人事でした．この
とき，宋平は，もう一人重要な人物も抜擢していまし
た．胡錦濤です．この当時は，この若い二人はお互
いの存在を知らなかったということです．

次の職場は北京の地質鉱産部でした．部は，日本
の省に相当します．北京に引き抜いたのは，地質鉱
産部長，孫大光です．彼が甘粛省を視察したときに，
案内者になったのが温家宝だったということです（ネ
イサン・ギリ, 2004）．

地質鉱産部は，1982年に地質部が名前を変えた組
織で，その後も1988年，1993年，1998年と機構改革
が繰り返され，現在，国土資源部（The Ministry of
Land and Resources P.R.C.）中国地質調査局（China
Geological Survey）に改組されています．ここで何を
したのかもわかりません．北京の地図には中国地質
調査局の建物が2ヶ所に記されていますが（第2図），
どこで仕事をしていたのかもわかりません．中国地質
調査局は職員数が万のオーダーの巨大な組織です．
この後は，中央政界入りし，仕事の場所を中南海に

移し，紆余曲折を経て出世の道をたどります．

5．証拠物件

ひとつだけ痕跡を見つけました．中国地質博物館
（坂野（2007）に紹介があります）を訪れたときのこと
です．4階に特別展示がありました．中国指導者と地
質の関わりが示されていました．展示場の正面には
毛沢東の写真がありました（第3図）．何か書いてあり
ましたが，達筆なので読めませんでした．下の説明に
よれば，1950年にソ連大使館で留学生に請われて書
いた「開発鉱業」の4文字でした．周恩来の展示もあ
りました．1970年に館を訪れた時の「地質是先行」と
いう発言が記されていました（第4図）．写真の説明
は，館内で鉱産標本を見ているところ，とあります．
江澤民の書もありました．第5図の左から，「献身地質
事業無尚光栄」（1991年）「合理開発利用資源促進経
済可持続発展」（1996年）と書いてありました．その右
は李鵬で，「開発保護鉱産合理利用資源」（1996年）と
あります．

そして温家宝氏の分ですが，彼の場合，写真や書
のほかに，ケースに入った実物の展示がありました．
左に水晶があります（第6図）．中国語がよく読めませ
んでしたので，後で博物館に確認したところ，その標
本のことをよく覚えている人がいたらしく，1985年に
氏から寄贈された水晶で，産地は甘粛省ではなく，遼

第4図　周恩来の「地質是先行」の発言の記録．
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第6図　温家宝が地質博物館に寄贈した水晶．

寧省であることがわかりました．1985年と言えば，氏
はすでに地質鉱産部の副部長であったときのことで
す．その隣には使い込まれて変形した水筒と調査か
ばん，そしてルーペの下に野帳が2冊広げておいてあ
ります（第7図）．野帳のうち，上の1冊には左のペー
ジに鉱物のスケッチ，右ページに漢字で鉱脈鉱床と思
われるものの記載があります．下の野帳は，最初のペ
ージが開かれており，持ち主の情報が記されていま
す（第8図）．

国 家 地 質 総 局
地質局　　　隊

野外記録簿

編号 011

工作地区 甘粛省地質局
姓　　名 温家宝
通 訊 所 蘭州市定西南路
日　　期 1982年4月10日

至 1982年6月30日

1982年というのは，甘粛省地質局の副局長時代で
す．現場で仕事をしていたのかどうかは不明です．2
冊の野帳は別の年代のものかもしれません．

数字と記号以外は全部漢字で丁寧に書いてありま
す．当たり前か．字を書くのが苦手な筆者のような人
間には耐えられない世界です．文字発祥の地ですか

第7図　温家宝が使用した地質調査関係用具．

第8図　温家宝の野帳．

第5図　江澤民の書．
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ら，字が上手な人がいるのは当然なのでしょうか．墨
書の場合，温家寳の文字が使われていました．

なお，本報告では，文字は現在の日本人に読みや
すいように変えてあります．間違いがありましたらご
容赦ください．それにしても毛沢東の書は，あれは，
ちょっと．

6．地質と政治（家）

中国の国会議事堂，人民大会堂2階の大会議場入
り口脇には大きな鉱物標本が飾ってあります（第9
図）．万宝山と書いてあります．貴州省の鉱山労働者
が二十世紀六十年代に人民大会堂に寄贈したもの
で，辰砂，白雲石，水晶，方解石等の珍しい綺麗な
石からなるので，万宝山と名付けられたと説明されて
います．中国東北部の戦争にからむ地名と同じです
が，全く関係なさそうです．地下資源に対する中国国
家の意気込みの象徴と解釈しました．

石原・村上（2006）の紹介，「中東に石油あり，中国
に稀土あり」（ 小平の書）や，堀（2006）の分析にみ
られるように，中国は，毛沢東の時代には考えられな
かった，現在の世界の産業界の動向を左右するよう
な地下資源の保有割合が高いのです．おのずと意気
込みは違うのでしょう．1996年に北京で開催された国
際地質学会議の開会式には李鵬首相が出席したとい
うことです．一方地質災害の分野では，フィリピンの
ピナツボ火山の研究成果集の巻頭言がフィリピン大
統領によって書かれています（Newhall and Punong-

bayan,1996）．それぞれの国の，その時々の地質屋の
社会的地位が表されています．

国家指導者と地質との絡みは，先に地質博物館の
展示のところに記しましたが，周口店にもありました．
北京原人の骨の発掘地点です．この一角に，周口店
遺址博物館とは別に地震科普館という施設がありま
す（第10図）．入り口前には古代中国の地震計，地動
儀の大きな複製が鎮座しています．防震減災科普教
育基地と刻まれた石碑もあります．建物の中には地
震災害に関する展示と地震観測施設があります．建
物に囲まれた中庭に面した壁面には地震学者のポス
ターが張り巡らされています．入り口に一番近い一
等地には日本の地震学者茂木清夫氏の大きな説明板
がありました．建物の中には，温家宝が訪問したとき

第9図　人民大会堂内の鉱物標本「万宝山」．

第10図　周口店の地震観測施設．
裏から見たところ．北京原人の遺跡は左奥に散
在しています．

第11図　周口店の地震観測施設内の温家宝のポスター．
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の写真があり，ポスターの表題は「周口店是地質工作
者的揺籃」でした（第11図）．周口店は中国の地質学
発展の地でもあり，ここには中国地質大学の実習拠点
があって，その50周年記念式典に先輩温家宝がこの
地を訪れ，学生たちに会ったらしいのです．地震災
害もしくは観測について周恩来が民衆に演説をして
いる写真もありました．

7．終わりに

顔と名前の両方でこれくらい得をしている人はい
ないでしょう．穏やかに見えます．暖かい感じがしま
す．やさしそうです．中国サイドの情報は，おおむね
そんな感じです．人民中国によれば，高学歴である
にもかかわらず学歴を誇るようなことはなく，人に対
して謙虚に学んだこと，地方を視察するとき，事前に
予定されていないところでよく車を降り，住民と話し
合い，民衆の考えを理解したがっていたこと，大晦日
に炭鉱を訪れ，地底の採炭現場で労働者に生産や安
全などの状況を尋ね，坑道車のレールの上に車座に
なって一緒に年越しの餃子を食べ，労働者が感激し
たことなどのエピソードが紹介されています．最初に
引用した就任時の新聞記事の中で，信任投票の賛成
票が非常に高かったのはその辺の人当たりのよさに
由来するのかもしれません．

一方，日本人が書いたインターネット上の文の中で
は，天安門事件後，自己批判したことによって中枢に
生き残ったというようなことが書いてあります．情報
は多くありません．

中央政界入り後の仕事は，金融，農村問題，貧困
地域の開発，洪水・旱魃対策，緑化，環境問題など
です．特に1998年の武漢付近での長江の洪水に際し
て陣頭指揮をとって災害軽減に貢献した様子が多く
の国民の印象に残ったようです．

自然災害対策など，かつての専門に近い分野もあ
りますが，政界入り後の主たる担当は金融と農業，
特にマクロ経済だったそうです．勉強しなおしたこと
になります．大学に入って地質の勉強を始めてから
の25年間，彼が実際に何を考えどんな地質の仕事を
してきたのかを伺い知ることは出来ませんでした．し
たがって，その経験が現在の彼にどう影響を及ぼして
いるのかなど全くわかりません．

その辺を紹介した記載があることはありました（ネ
イサン・ギリ, 2004）．温家宝は，巨大プロジェクト三
峡ダムの工事の式典に参加しませんでした．この著
者たちは，温家宝が長江の水を黄河流域に引く「南
水北調」計画に疑問を持っているからだという解釈を
しています．水を移す以前に保水が必要であり，水
の消費以前に環境保全が必要であるというのが温家
宝の主張であり，不毛の大地が広がる甘粛の若い地
質学者時代の経験が反映されているのだとも記され
ています．確かに，この温家宝の主張はほかの報告
類にも記されています．しかしながら，三峡ダムの式
典には，現在の中国政府首脳は，なぜかほとんど出
席しなかったということなので，もう少し考察が必要
かもしれません．

筆者は純粋に野次馬的精神から本文を書きなぐり
ました．わが国には所内を含め中国の地質学界の事
情に精通した方々がおられます．そのような方に，も
っと詳しい記述を促すために無知をさらして書きまし
た．呼び水になれば幸いです．

中国地質博物館および周口店に関する事前の情報
は元産総研の豊　遙秋，産総研の坂野靖行両氏に教
えていただきました．博物館ではJia Zhongpeng氏の
紹介により，江楠，Fu Cun yangの両氏にお世話にな
りました．末尾に記して感謝の意を表します．
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